
地域の未来を考えるためのNPOフォーラム

〜被災地の復興とその先を見据え、

今何をすべきかを考える。〜

復興とその先の未来を考えたとき、NPOが地域に果たす役割は何でしょうか。

このフォーラムでは三陸地域の未来をテーマに、自治体の枠にとらわれない多様なセクターの参加のもと、

協働による地域づくりとは何かを改めて学び、行政・NPO・企業など地域の未来を担う主体がつながる

ことでできる、地域の枠を超えた連携や協働による課題解決の仕組みづくりを考えます。

主催：特定非営利活動法人アットマークリアスNPOサポートセンター／大船渡市市民活動支援センター
特定非営利活動法人陸前高田まち づくり協働センター／特定非営利活動法人いわて連携復興センター

後援：釜石市、大船渡市、陸前高田市

●申込方法 裏面の参加申込書にご記入の上、最寄りの申込先へご連絡ください。

陸前高田市気仙町から（2017年10月11日撮影）大船渡市野々田災害公営住宅から（2017年10月15日撮影）釜石市浜町市営ビルから（2017年10月13日撮影）

釜 石 大船渡 陸前高田

この事業はタケダ薬品×日本NPOセンター協働事業「タケダ・いのちとくらし再生プログラム」の助成を受けて実施しています。

●日時・会場

2017年11月22日（水）13：00～17：30（開場12：30）

釜石市情報交流センター／釜石PIT（岩手県釜石市大町1丁目1番10）

キーノートスピーチのテーマごとに少人数に分かれ、三陸地域の課題の共有と10年後の地域の

あるべき姿、仕組みや事業のアイディアを考えます。

武隈 義一 氏 × 鹿野 順一 氏
（復興庁ボランティア・公益的民間連携班参事官） （特定非営利活動法人アットマークリアスNPOサポートセンター）

公益社団法人

中越防災安全推進機構

稲垣 文彦氏

テーマ

「 10年後の地域の担い手」

テーマ

「10年後の協働の姿」

テーマ

「10年後の人のくらし」

社会福祉法人

黒部市社会福祉協議会

小柴 徳明氏

特定非営利活動法人

ふくおかＮＰＯセンター

古賀 桃子氏

対談「復興のその先を見据えた地域について」１ １３:１０
〜１４:００

キーノートスピーチ２ １４:００
〜１４：４５

定員５０名

参加費無料

分科会３ １５:００
〜１７：００



参加申し込み

＊下記に必要事項をご記入のうえ、FAX、E-mailなどでお申し込みください。
＊お申し込みは最寄りの申込先へご連絡ください。（電話でのお申込も受け付けます。）
＊分科会はいずれか希望するものに〇をつけてください。（必須）

団体名・所属 参加者氏名 ご連絡先 参加する分科会

電話

E-メール

□「人のくらし」

□「地域の担い手」

□「協働の姿」

電話

E-メール

□「人のくらし」

□「地域の担い手」

□「協働の姿」

電話

E-メール

□「人のくらし」

□「地域の担い手」

□「協働の姿」

●申込み／お問合せ

釜石地域
FAX
E-mail
電話

0193-27-8121
info@rias-iwate.net
080-1668-9811（担当者直通携帯：横澤）

大船渡地域
FAX
E-mail
電話

0192-47-5702
shimin@ofunatocity.jp
0192-47-5702

陸前高田地域
FAX
E-mail
電話

0192-47-4778
rtkyodo@gmail.com
0192-47-4776（担当：三浦）

●キーノートスピーカーの紹介
キーノートスピーカーはそれぞれの分科会にもご参加いただきます。

●アクセス

釜石市情報交流センター

／釜石PIT

（岩手県釜石市大町1丁目1番10）

公益社団法人中越防災安全推進機構
業務執行理事

稲垣 文彦 氏

（いながき ふみひこ）

2016年3月、長岡技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程修了、博士（工学）。2005年5月、

中越復興市民会議を創設。2009年4月〜㈳中越防災安全推進機構復興デザインセンター長。2012

年4月〜ながおか市民協働センター長（兼務）。2015年4月〜震災アーカイブス・メモリアルセン

ター長、柏崎市協働のまちづくり専門官（兼務）。2017年4月〜業務執行理事（現職）。主な著

書「震災復興が語る農山村再生 地域づくりの本質」（コモンズ、2014）。

社会福祉法人黒部市社会福祉協議会
総務課 経営戦略係長

小柴 徳明 氏

（こしば のりあき）

特定非営利活動法人 明日育（あすいく）理事、保健体育の講師を経て、社会福祉協議会に入社

。赤い羽根共同募金改革や広報改革プロジェクト、近隣社協との連携事業などを担当。現在は、

平成27年に新設した経営戦略係として法人の基盤強化、経営の中長期ビジョンの策定、シンクタ

ンク事業の立ち上げなどに取り組む。「育つことのすべて」取り組むNPO法人明日育も立上げ

、現在は理事を務める。好きな言葉は「やってみなけりゃ分からない」。

特定非営利活動法人福岡ＮＰＯセンター
代表

古賀 桃子 氏

（こが ももこ）

1975年福岡市生。学生時代に福岡市都心部のコミュニティ再生の活動に携わり、98年からは福岡

初のＮＰＯ支援組織の設立と同時にＮＰＯ支援へシフト。00年、九州大学大学院法学研究科修士

課程修了、同年事務局長就任。02年退職、現組織を設立。［草の根から、社会を描く。］を合言

葉に、ＮＰＯ等のマネジメント支援の他、企業や行政、公民館・児童館等の多様な主体間のマッ

チングや協働のノウハウ提供等、多角的なアプローチで民間非営利セクターの基盤整備を図る。

※いただいた個人情報は、本フォーラム開催以外の目的には使用しません。
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